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年金の請求手続きのご案内(パンフレット）＊

－必ずお読みください～
1

麓年金の請求を行うときは､次の事項にご留意ください。

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
巴
⑨ ｢年金請求書』は穂支給開始年齢に達してからご提出く鎧さい。

戸籍や住民票など公的機関が発行する書類は雨必ず支給開始年齢に達して
から交付を受けてください。
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I ’O年金決定に要する期間

国家公務員共済組合連合会では、
努めております｡ただし､樫類に不
を要する場合がありますので､あららかじめ盲了承ください。

O公務員共済組合以外の年金加入期間のある方

国家公務員または地方公務員等共済組合以外の年金加入期間のある方は､今回ご提出いただく年
金諸求書をもって､年金加入期間に応じたそれぞれの実施機関が年金の決定および支給を行います。

※実施機関とは､国家公務員共済組合連合会､日本年金機構､地方公務員共済組合および
圓本私立学校振興｡共済事業団のことをいいます。

O年金の時効について

年金を受ける権利が発生したときから5年を過ぎると､法律に基づき､5年を過ぎた分の年金につい
'ては8時効により受けられなくなりますのでご注意ください。 ，

|｡毒害の状態に曇る方
卜厚生年金保険法に定ぬる蝿から3級の障害の状態にある方は､特例により年金額が増額となる場
合がありますので､『年金請求勘をご提出される実施機関へお申出ください。
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穏窺の異なる2つ以上の年金の受給権(年金を愛ける権利)を得た
塔合は､原則として､どちらか画釣の軸を透択することに”､も
うｰ方の年金は支給停止となります。峰

篭鍵麗
(2)雇用保険に加入したことがありますか｡『はいJまたは[いいえを
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遮灘蕊織巍蕊蕊蕊蕊鱗蕊溌

鴦撫 繊錘鰯む⑳湿罵保険
被保険者番号 蕊

, ．.､’ず

鰯
哩.寸壹 頚 蕊 鋤 壁

②『いいえjをOで闇〃だ方

営下の嘩幽書"ド刀鐸は獅嬢･竃鯛署名し忽<鐘さい‘
慕陶書

湛は以下の理由により､雇用保険被保険者証等を添付でき索ぜん
(該当する項目を。で囲んでください)‘ ． ： 、． ．。

暇愚璽曾璽入竃叢駈に勤痩ご唾斌塵用保険②徳侭卿屑藤畷Z蕊I溌琢~で宇
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一6．加給年金額に関する生計維持

I

」 △
■
甲
０
９
■
９
１
１
６
０
■
■
■
０
口
■
ｈ
０
・
皇
８
０
０

Ｐ９も一

ａ
Ｔ
↓
Ｄ
Ｄ
１
０
Ｉ
ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｌ
Ｊ
９
■
β
ロ
、

■ ◆ ■ ■ p ●

■○ 守

▲
９
９

１
１
０
０
■
■
Ｉ
■
！
Ｂ
Ｐ
Ｏ
』
■
〃

齢蕊謹鯛義ある．
・単身赴任､就学､窮気嫌養等で､住
所が住民痕上は具なっているが､生
活愛を銅こしている．

畷:撫礫蓋豐

1

＄

』
ｇ
ｄ
ｆ
４
。
。
Ｆ
■
、
■
、
Ｂ
Ｔ
Ｕ
夕
！
●
凸
、
■
℃

※第三者には､民法上の三組等内の観族は含まれません． ・

同一世帯でなL蛎合は､開封のバﾝﾌﾚｯﾄの12ぺｰジをご覧ください．
９
１
４
４
４
６

I

I
■
■
ｆ
ｅ
凸
令
凸
Ｈ
ｇ

１０

凸
Ⅱ
！
ｒ
■
０
４
９
３
９
９
９
ｆ
６
Ｏ
ｆ
Ｉ
ｂ
１
ｏ
、
Ｊ
０
ｐ
■
■
■
●
ら

。
Ｏ
《
■
■
９
。
■
■
ａ
■
。
●
口
■
甲(2)(1)で配偶者窪たは子の年収について｢いいえ｣と答えた方は睡偶者または子の年収がこの年金の受給樋

《年金を受け取礁利)が発生したときから､おおむね5年以内に850万円〈所得656.5万円)未満となる見
込みがありますか。
肢当するものをOで囲んでください。 『

二些葦廼三
｡ e

凸 ル

ｒ
ｑ
４
９

ｅ
ｑ
ｐ
６
毛
や
毎
▲
Ｐ
？
ｐ

ｌ
ご
ｄ
Ｕ

#『・

『はい』をOで囲んだ方は洞封のバﾝﾌﾚｯﾄの11ページの番号5をご覧ください。し

■
ｖ
も
‐
ｄ
与
り
ｊ
■
■
■
画
。

Ｐ
ｒ
６
も
５
０
９

０９ｆ

ｂ
０
８
田
口
Ｔ
ｆ
も

7

Ｉ
凸
Ｐ
■
Ⅵ
〃
■
Ｊ
Ｆ
Ｉ
ｏ
０
ｒ
ｄ
ｆ
‐
↓

熟…~篭蕊溌
一 ■e ■■ ■ ③ ●■

q ●も ~ ●●●

？｡ 、 ・・8． 号 ｡､

と0O- 0p- DG a篭熱舟

頚
ａ
。
■
・
口
品
●
角
多
．

。
・
・
ｏ
も
●
・
酔
昨

紅
入
．
。

》
丸
雪
詫
織
玲
鯉

轆
函
・
一
己
や
。
一
輔
《
や
、

１
■
■
。
●
ぜ

》
か
＊

尭
一
蛙

、
今
、
●

ｑ
ｐ
や
‐

、
●
ロ
■
ｑ
ら
▲
■
■

》
、
■
●
ｑ
℃
◇
寺
●

．
・
託
》
や
〆
０
。
△
蕊
十
．
Ｊ
ｅ
ｃ

叩
一
％
い
《
砿
●
、
胡
や
一

ず
い
、
ざ
〆
筈

。
》
ず
い
や
、
ふ
よ

●■

ぬ

号
ｐ
■
．
●
Ｆ
Ｄ
や
。
‐

、
■
Ｑ
邸
◇
◆
■
Ｑ

懸
蕊

悪

口

，

。

〃

。
●
・

澤
認
・
鞍
．
蕊

凸

類
零
．
。
・
・
悪

や
》
や
■
参

①

、

げ

ゃ

Ｌ

画
■
口
●
■
‐
、

理
●
・
鷲
．
ゞ
愚
嶺

嘩
べ
・
今
丸
ぞ

一
説
苓
秒
・
》

、
↑
ｑ
《
十
■
も
ｑ
ｕ

－
錦
夕
ｆ
噂
童

澤
奮
舞

い
●

肌
ず
》
む

の申し立てについてご記入ください6伊 ● ◆ &

叩
・
・
’
０
．
ｄ
一

凸

Ｌ
Ｄ

ｐ

署名欄
.項 瀞 . .6 ●

,｡､｡皐J・ '･も､魂
■

句
。
口
少
勺
Ｕ
Ｆ
■

学
勿
唖
・
守

、
Ｐ
Ｃ

づ

・ ，令
叩 C

； ．

職
、

やひ

も
『
《

．
多
弓
。

診
、
』
・

写

ｑ
毎
凸
。
中
○

竜

、

凸

一

ゐ
皇
。

．

乱

。

、

・

・
〆

弁
、
』

・壱

．
茂
杢
昭
・

ケ

『
今

‐
＆
嘱
咽
〃
勺

』
●
■
Ｑ
、
二

』
》
ｐ
ｐ
ｑ
｛
。
Ｐ
《
也

郎
、

騨

太
『

。
ぬ

●
■
ｐ

、

学
士
●
吟

・
哨

蝿
毎
４

○
Ｆ
》

唖
《
ｊ

４

Ｐ
■
《
Ｇ
●
。

ｇ
◇

＝
､

｡

■≠

､

Z。

同一世帯でない場合で､生計同一に関する第三者の匿明※が必要な
堪合には､以下の梱に肥入､押印のうえ.ご使用ください。

● e 『
口 ｡

胚明日
寺 ■ 蕊織蝿癖鶴逼:蕊溌鐵麓蓬p e ■ ｡早, 一 一一 一 . L ＝ ●

歴璃者

氏名

●
ゅ
公
一
一
国
．

．
●
惹
鎧
式
宅
》
‐
‐

０
毎
申
、
●

イ
リ
Ｑ
蛇
ｑ

鼻
匁
の
器
。
．

．
■
や
ゆ
令
命
◆
も

一・・

◇。

、

仏

ｏ

舎

伊

ｃ、

宙
Ｄ
Ｐ
ひ
●

ぬ
必
琶
”
則
早
、
、
〃
●
や

一
卓
。
。
、
ザ

．

の勺Ｌ

郡
具
．
バ
グ
。
、

４つ

■

●

ｅ

守

●

《

◆

《
》
↑
齢
や
。

●
‘
●
、

、
今
軋
。
。
主
・
・
口

内
↑
公
〃

怖

・

塊

ご
》
。
３
‘
白

づ
ひ
芋
▲
□
・
●
や
毎

雫
鈩
碑

ご

・

秘

式

》

《

糸
ｏ
・
写
・
び
い
。
，

毒
概
．
》
・
」
や

◇
・
縦
・
邸
‐
望
．
。
」
◇

■
●
ク
由
▽

中 6 ． ● ＃ ㎡

逢
慰
一

パ
電
算
‐
蝿
達
、
生

野
蕊
簿

。
ｐ
、
、
。
尚
凸
″
Ｑ

ｐ
、
や
。
》
み
、
。

◆
や
凸
●
・
で

●
恥
今
”

歴明者
住所

寺●
ゆ
■
幸
ら
口
中

識
域

溌
・
託
鐵
癖
搦

鈩
鰊
蕊

0

謹蕊瀦蕊
● ろ 可
つc夕B

つ

らの
●

凸pー

;'、 iT,､､ﾐぬか.．.: 'や』?． ‘"・
デ B C 4 ■

叩
く
・
通
』
＆
・
金

’
。
、
。
。
◆
テ
・

鯲
晶
ｒ
４
‐
新

■

蹴
鞠

●
ｑ

Ｆ

Ｃ

，
一
．
０
Ｊ
甲
■
好
叩
今
晦

○
か
夕
や
ｑ

。

。

》

●

９

ゅ

。
、
ど
じ
凸
●
①
Ｑ
牛

受ける

関係

■
巳
守
り

難

・
・
鑑
、
》篭

蛾
‐
鈩
叺
簿
籾
．

？
薄
ゞ
晶
寸
〆

、
、
急
、
、
呼
鵠
↓

鐸
●
毎
．
侭
ｐ

ク

マ
、
◆
。
’
、
夕
●

０
‐

β

蒔

■

Ｐ

ザ

守

り
●

》
や
悪
呼
び
泳
一
ｐ
・
僻

‐
・
鞍
齢

一
綱

・
電
縦
鑪蕊

C a ●

。
■



議謹蕊
閃明日、

耀識霧蕊議鍵鐵蕊
B~、寺5
G

K■■~｡

李自毒刊■･凸~『？□巳マ ロ 三由 d

l

h

驚鱗溌蕊簿、
:”且q2為ロ 画..･好ざ． ．．．

串猫 唖■。

一 －－－‐－三一一‐－

跨呂ざ。:雪調&

鞭蹴
j■"

点ｔ稚
■塵ｈｐＩ

1

蕊
轌職窯鞭:！

■６４

日Ｇ
句■

一口ユ

リｑ、エ

。や・官□

抑Ｌ
ＴＤし

U･里5会_UP U理郡

一討漂年
〈提出年）

16

茅巽零簿勇凰学‘;》~球 性
別

蛾ﾗﾔ》
虚 象測難癖蛎蠅鳶‘＃

刃
．
汝

■
南■
■
■
◆

生年月日
氏名
瀦濟x襟鷺･年垂､憲郵嘩識窺懲蝋燭

】も
角一

露悪承熱:難穂識騨撫輯謬鈍：鞭鰯'瀞麺蜜住所

個人我号(マイナンバー）外．，鐸;i..‘3趣麗晶・さ･《罰as露.嚇鰯
. . . 、--,も. ,目で1 ． .･､ ｡､- . . -. 5- -、島言皇g=＝三三三

悪漫画熊芽繁職蕊礎

郵便番号
一一一

基鑓年金番号
唇1鯵』通i""画罫△1通 園識j令感△

提出白鳳偶者の有蛎量騒番号を配入してください曾

逼塞
、~

提
雲
・
患

守

』ｐ

・
・
筆
ｐ
ｏ
ｑ
・
壷
Ｉ
》
沁

口
が
一
守
・
・
《
稗
》
‐

質
ゞ
龍

》
・
鈩
空
ハ
ロ

鶴
・
菖
働
．

凸
ご
■
、

占
旦
■
⑪
マ
。
。
『
》
ロ
．

州
・
一
”

輯
鯉
一
命
．
羅

蕊
幕も勅ｊや＄■闇やｖＧ千号〃一・■凸いい凸↑ｑ９，

－
．
》
、
鞠密

日出

鰭

提
・
竃

』．ハ｛｡､.:琴

鹿偽者の有無
為.､唖.ふ． ．?』 ・・ぅ札．･諺

i2gR麓謡謡灘潔窺壽誇 ､下記事項を配入丈る必要1重あり1．．．.旨・‘啓 r・手

△
■
・
口
‐
●
〆
伊
“

巴
ｐ
ｐ
ｎ
■
由
土

８
．
．
》
、
憩
昨
寺
繊
雪

■
。
．
〃
Ｆ
４
ｐ
ｍ
ｃ
韻
。

、
．
Ｐ
Ｃ
部
。
搾
串

‐
・
・
，
向
。
。
◇

妙
》
》
》
識
託

設
鋤
一
魂
二
》
』
叩
ぷ
》

藷
．
ザ
ベ
粋

〃
Ｐ
仏
勺
。
Ｄ
ａ
ｑ
ｐ
地
》

ません）
同降別居
b鋸僅嚢
⑳冨分

薦骨の怠巣
0金藍

氏名（
一

,・ 笹，

聯
《

害
‐
陣
・型

篝灘蟻
識過

雪

1,0

蕊議蕊蕊雲蕊
W月租目

r源泉錘
対律配隅者
又は:
障害者に陵
当する同一
生1+硬傷零

蕊
葬鰭僅者 ）

Ｕ
ｐ
Ｇ
■

■

星

・
和
室
切
佃

鵬
》
蝿

晦誤蝋斑溌i i..g
■ ､

蔀京詫一亨宇弓rY司宇言rr; 首･i': ..,:i,､-". .."i.､.!.."錘常麓塑
蔭雛
“歳以上）

働爵

;鑿溌;』
一ー一一一

墨繍茎

鯨撰.蕊.”.､;‘鰹 Ch

蝿溌
《手0－Mr殆錠智幸と』

扉語誰．:燕¥~. 、~； ､可蚤寄~ｱ霞ﾘﾏ弓で了霧蚕薄了電報弾I 且燕裏;､;鍵I

鶏 '癖･I｝●
■
ざ
や

Ｇ
ｄ
■

ク

謝

弓

へ

巳
。
ウ
ー
ゴ

ｂ
，
ｐ
凡
’
“

１
で
罰
金磯

ｇ
ｂ
ｂ
・

■

●

乳

辱
子浄

挟養簸族
(16顛末漢） 鯵医礒饗。

＆
上
〕

坪
－
１

４
鞭４隆

橋

・
・
一
麓

錐
１

口

低

■

１■

Ｐ

ｑ

■

汀

》
皇
ナ

、
隼
《
一
封

起
Ｉ
－
ｊ

〃
〒
β
●
Ｐ
－

．
．
空
０
ヲ

ｅ
Ｇ
匹
一

ｆ

や
一
・
塁

唇
』
一
民 氏名（フ.りガナ

I隊を受ける他の所得看
一

氏 名・

． 住所 ． ，

.〉 興勵月日
及び事由

銭嫡
崖年月日

住所

』 蕊
‐
城
這

息
舗
？
．
‐

・
群
乳
．
渦

■
ロ
■
■

も
唇
○
吟

潅
鋸
部
戯

般
師
今
よ
・
．
Ｄ

町
．
柚
．
》
・
恥
珂

粍
露
￥

鐵瀞

撫虫.1
ユマ８

■
〃
皿

一

宇

Ｊ

凸

姶

■

牙

日

一

丘

ｒ

勺

■

ｆ
白

し
．
。

ご

乢

■鐸《＝父 ▲且 4？ ■

他②所持宿
が控除を受
ける扶症残
族等一

U1c

』
Ｌ
字
句 穏篭:”熱鷲識倉 :趣！

Ｍ

ｑ

Ｅ
Ｆ
■

伊
酌
Ｌ

●

■

ｒ

４
ｑ
■

一
一
蜂

押
や
』
Ｐ
■

。
ｂ
誼
“
刃．

軒
も
「
ｑ
■
Ｆ
Ｌ
、

刺
中
謝
押
郁
唖

勺
詳
竜
幹
。
。
一
・
●
．

『
か
ａ
ａ
ｒ
ｇ
Ｇ
０
Ｌ
■

恥
掛
》
ｄ
ざ

へ守守卓

:‘繍篭本人障害申
．
●
偽
絆
．
夢
騨
ヅ
ィ
陰
．

許
溌
津
．
》
《
聯
●
雑

。
Ｊ
ら
も
。
唖
昨
ワ
イ
や
ｒ
石
蝿
砕
盈

？
●
会
．
、
呉
澱
う
ふ

冷
評
漁
皐
欲
，
。
』
ず
鑿

蝿.､.f･寿,

’･鰯,1：
'f#､ブ診､.』:'1
§． f､r識･魚
:､91焉・b･dDDt
・ 4 3､ ロ ･梨。

鋳:"鰻鼠議

瀞蕊蕊
･;．:..識,..『w:鑿.‘

･う斑｡.
.､ぎ‘蕊
タイ了承‘
望一■ぐ･．

霧賑．.:．；
蒋鰯鷺鰯』？？■C
l寡夫． ？？

摘裏
寡蝿,蔀

｡〃

ｰ〃

面壁製族申審審』の毒両面あ冒蔀鷺罰7豪毎3mg師規足によるI公両醒潅)J報は．

錬れてL鐘す。

巽寵覆閣配入

27“1””郡47均
方
公
務
風
共
涜
組
合

鑑
．
人
番
号

年金の
支払者
(申告先〉

4010"5002573全国市町村職風共済組合連合会睡＃
とになります｡べて提出してL龍だ こ癖烹痢i三革歪諏郵琵流葛珊膏I露遜去の年篭の

号

8



』
…

蕊蕊議蕊蕊蕊灘
噌鍵■、■、叩■

砥
》
堀

歩
彩
・

■

■

■

■
●
■
早
〃

ぷ
狸

Ｐ

も

占

＃

叱晶

礎?鍔

審査の過程で､ご提出吹いただいた書類のほかにも書類の提出をお願いする場合があります。
また4r隼金請求害』をご提出いただいだ実施機関とは別の実施機閏から､｢集金請求書｣の記職内容等の
照会を行うこと減ありますので､あらかじめご了承騨轆す． … ； 、
実施機関とは､国家公務鍵共済組合連合急･日本年金機構､地方公務員共済組合連合会等および日本
私立学校振興厚共済事業園のことをいいます｡

▲

年金を受ける

建年鐙保険Iミ
6方の共済組合と厚
ご瀬入していた期間

巳
10～11ページの

｢B罐ご覧<鶴い°
、は合計で”

■●

L _ _星竺宣垂。

０
●
ｄ
ｄ
０
ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
７
Ｄ
Ｕ
Ｌ
■
争
句

勺
９
０
１
，
Ｐ
Ｐ
Ｏ
■
■
■
■
●
■
■
■
０
ワ
▲
■
Ｕ
・
■
ｑ
■
ｐ
日
参
■
Ｕ
■
Ｐ
■
■
▲
■
ど
も
：
■
‐
■
の
■
■
ワ
■
ｐ
０
Ｐ
ａ
■
Ｄ
■
ｐ
ｒ
Ｐ
９
辱
口
も
■
￥
。
■
■
■
■
８
２
６
■
■
。
■
０
■
■

’
！
‐
ｄ
可
’
１
４
１
４
’
１
３
■
■
Ｆ
凸
？
■
▽
■
ｑ
■
今
ｇ
ｏ
■
Ｑ
●
■
、
。
』
■
■
Ｂ
ｆ
Ｆ
２
■
９
回
。
・
Ｆ
Ｄ
■
８
■
・
■
ｑ
ろ
■
０
口
ｊ
み

◆

９

９

．

■

、

ｇ

ｑ

ｇ

や

■

５

■

Ｆ

凸

ｑ

Ｅ

■

■

５

０

１

９

〃

Ｔ

■

Ｕ

Ｊ

ウ

も

Ｅ

ｆ

、
ｂ

Ｌ

Ｉ

Ⅱ

，

Ｏ

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｏ

９

ｒ

ｒ

ｌ

Ｉ

Ｈ

巳

９

１

Ｊ

Ｉ

ト

ー

１

１

１

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｐ

。
■
ｇ
ｅ
ａ
ｇ
■
■
６
■
ｇ
９
８
ｑ
■
１
１

A
10ページの“』をご覧ください6

ノ

(注>澗給年金額の対象者については､[年金錆求害』の10ぺｰジの説弱をご謬照ください。色 ､

■
マ ー

‐~可

戸籍や住民票など公的磯震鞠溌宿する灘類麟必ず支総態姶華鮒忌達I診てか
ら蕊付を受iてくだきい。
⑨ 露

※』
巽維翻雄難鰡旨違す急蔚の剛獅調鱸鐙4鋪息震篭糠鍛裁となりまず

蕪鮒鵬鋤維浸ムプ蕊に剥耀蚤峨溺念馳鴎6か月藍魑ぎた塞鑓は蕊鯲鎌ります
可

J
1

年金の受取口座について預金(貯金>通犠等の写し(金融機関名､支店(支所)名､口座名義人ﾌﾘｶﾅ､預金種別、
口座番号等が記載されている面>を添付してください｡なお､金駐機関またはゆうちよ銀行(郵便局)の証明を受けた場
合は､通帳の写しを添付する必要はありませんp:※年金の受駁口座は､本入名義の口座に限ります。

L & . ､ --------- , .

9



10

A
L ヨ

謹溌蕊識蕊篝篭篭騨蕊蕊蕊灘
ぷ
．
《
鴛
剛
迩

先
釦
。
：
。
。
、
学
〃

勺
争
幻
■
、
函
ｐ

●
。
。
や
け
、
０
４
．
伽

６
↓
、
叩
白

平
側
知
《
●
」
‐
Ｑ
沁
》
、
。

』
■
℃
ｂ
●
声
■
、
。
。
●
呼
旬
・
母
妙
。

今
津
鋪
停
・
傘
』
．

●
や
《
”
●
ぶ
り
◇
斗
皐

。
Ｐ
ね
●
廻
か
●
■
顎
。
．
■
一
律
●
当
●
○
争

一

、

心

魂

。

小

咄

浄

恒

誤

司
令
一
の
ｑ
Ｕ
６
Ｌ
Ｆ
ｑ

Ｂ
今
・
与
野
で
今
釦
や
、

マ
心
守
。
●
恥
・
℃
覗
・
●
Ｑ
舎

缶
凸
Ｐ
』
■
・
●
ｑ
●
句
申
ｅ
●
■
－

０
●
Ｐ
中
興
△
１
．

Ｑ
■
ｂ

託
。
必
、
・
融
叱
、
沢

、
叩
、
９

》
、
●
・
Ｑ
ｇ
ｂ
■
●
℃

凸①。◇Ｄ中‐‐４。■争■ぬ』◆凸■’四。寸酔，嘘唖可謬令一

」
ヴ
．
↑
秘
醇
Ｆ
玲
生
》

や
。
●
も
■
“
夕
●

毎

③

６

■

《
わ
。
が
餌
Ｑ
●
◆
？
↑
速
些
や
』

■
ｐ
■

剣

．

“

《

誕

謎

和

鞭

■
■
、
＋
■
▲
●

。
、
》
一
口
■
巳
七

％
や
△
も
タ
●
Ｌ
ロ

◇
。
●
・
Ｇ
ｅ
６
も

。
●
●
■
■
。
■

ａ
Ｄ
Ｌ
根
●
令

か

』

地

。

ｒ

ｒ

寺

０

》
』
ね
》
６
率
ふ
み
か年色

●
Ｑ
●
牛
Ｑ

封
譜
、
密
生

０
Ｆ
心

■
①
ザ
ｑ
０

マ
平
ｏ
０
ｑ
ｗ
。
’
七
Ｇ

心
■
．
■
の
●
ｐ
Ｐ
口

・
・
●
、
．
‐
蕊
鶚
時
埜

圃
Ｆ
垂
酋
・
灸
・

も

●

試

・

蝦

！

。

ウ

マ
．
、
蕊
輔
蚕
、

・
Ｕ
－
■
や
■
●
●
“
４

。
噸
一
生
，
勺
ぞ
舎
球

さ
廷
嘩
四

・

一

い

室

、

｜

ロ

函

平

和

凸

坐

篝
｡・も弓．
Z可 ■b◆P◆.

日

Ｑ

Ｂ
ｒ
①
■
■
■
■

△
Ⅱ
Ｑ
Ｐ
５
．
●
◆

p

q

。

・

ざ

◇

ｖ
守
》
．
・
訴
嘩
桐
》
ぐ
ふ
．

“
今
。
。
、
生
グ
ザ

ｂ
Ｕ
ｂ
も
・
●
■
ロ

』
Ｄ
ｇ
ｃ
ｃ
△

◇
・
ゅ
．
ｏ
Ｐ
Ｔ
勺

』
け
Ｇ
３
◆
■
ひ

。
、
旬
’
８

。
■
ザ
ｑ
《
恥
●

昨
』
気
が
．
湾
《

早
争
卓
夕
●
凸
？
●
●
Ｌ

和
評
ご
ｆ
，
錨
一

℃
Ｇ
Ｂ
■
９
句
●

私
｝
・
語
い
濡
《
争
い
．

恥
孵
。
必
滅
号

Ｑ
“
◇
◆
趾
Ｆ
ｂ
ｑ

寺
■
凸
●
６
Ｒ
◆
Ｌ
毎

℃
ひ
べ
。
。
』
》
。
ｅ
○
Ｆ
》
、
屯

覗
ル
ベ
認
呼
ぶ
‐
。

■
■
●
＆
巳
、
ｑ
ｅ
ｎ
巳
も

が
諏
野
・
》
‐
。

〃

や
の
●
九
Ｊ
。
少
、
ナ
」

＋
●
。
■
《
■

◆
◇
、
岬
。
■
Ｑ
』
や

。
。
。
．
・
″
餡
。
．
あ
ら

部
》
竜
》
、
●
・
釘
》
｛
。
。
一
句

．
・
・
笥
浮
豹
心
い

０
零
⑲
．
。
少
《
ｍ
恥

．
Ｇ
■
、
ｂ
△
凸
６

，
唖
‐
。
。
。
Ｇ
か
。
。
村
争

①
？
●
●
Ｃ

ｅ
“
凸
、
●
ｇ
■
令
ら

耐
習
。
４
や
●
、
。
□
品
．

》
恥
・
・
・
一
孟
窓
Ａ

討
・
◇
胡
識
い
ふ
。
器

》
琴
一

●
■
生
や
心
手

口
早
毎
■
、
令

・
一
・
・
．
浄
故
ナ

。
０
．
℃
。
、
凡
マ
エ

錬
輯
葬
射

和
今
蔀
諦
杢
。
配

Ｊ
Ｆ
ａ
』
、
閏

ａ
Ｑ
ｏ
６
、
』
。
乳
●
″
も

↓
伽
◇
琴
誇
や
、
や
。
↑

9字.:;､ 0
F. ･ ･ ･；

趣･&漣
，f ･誕生
ﾛ●も ■

. ヶ』 ､ ｡.

《
少
元Ｄ

Ｃ
Ｌ
１
．
４

０
，
段
晩
．
旬
、
。
Ｐ
託
．

Ｇ
↑
毎
４
金
、

虹

Ｑ

、

ふ

。

、

．

、

．

。
函
。
Ｌ
、
零
や
一
一

1 ．

2

●

ー

U ･ 昏

U

ｇ
一

すぺての
方

O基礎年金番号を確露できる害類･ b

籠蕊鯛
p ●

書
険者歴 ｝

いずれかの
書類(写し）

9 ｡

騨鎧i墓
● ■

0

雨求書に個人番号(マ
イナンバー)を鰻入した
堰合は､このパンフ
ﾚｯドの14ページを参
照のうえ､添付書頚を
そろえてください。

6

B

■

L ■

黙三準富謹塞鐘津尭ら察 覧<ゾ､､

凸
争
ｑ
●
・

『

．、封域、。ｊ凸守もニ
タ

■

ａ

■

p
G

b ●

い
' ､

｡ ● O

Q
b O

塗
D O Q寺
必 ｡

。
◇
、
心

。
。
●

・
旬

一
信
即
蕊
購
》
一

。
心
口
叩

い
『
Ｌ
』
”

、
●●
ａ
も
恥
も

Ｃ
Ｇ

》
ｆ
◆
ふ
な
△

も
。
一
へ
》
ぜ
、
》
、
。
。
。
《
↓

で
、
寺
◆
甲

●
◆
ｏ
ｒ

今
６

e r勺ﾛ

◆ ●

旬｡
旬
. ■

や 句 DG oJ，当

誼.:, L

:蕊．
〃 c ｨ

窪
尋
■令

1

4

b

l

■

４
●●

け
、
、

Ｐ

ｄ

ｐ

Ｂ
■

句

令

ＲＬ

Ｊ

《

滋当する方
● L P

2.･､.｡ ▽昌一§､ ‘
。 。 ．.‐ ‐ ‐ぷ . ？、

p､

4 6
■旬

F ~● ■ 』・・や ▽

c ◆ , ①

t ･

e 8ca

＝ ー ぴ

〆
』
●
Ｄ

Ｐ
▽＆

わ
●
も
垂

０

も

●
■

●
ｑＰ
◆
■
兎
Ｌ

ｑ

ｒ

①

４

●

●

や

●
〃

①Ｊ

■

寺

△
ｆ
Ｉ
ｆ
０
ｅ
》
●
●
の

●
○
寺
ら
■
も

ｑ

◆

十

一

じ

ゃ

■

七

．

ｃ

‐

、
へ

０
泳
顎
◇
。
。
。
今
。
毎

Ｑ
ｅ
ｅ
◇
ｑ
』

４

Ｆ

■

■

、

ず

。

■

" . ･ ･ 壹 李 ~ ~ ▼

『 . ●△ ‘ ・ ＄ ． 今

噂？》鯛する書識
.｡;･刃母． . ｡ . ' ‘八弐

C 今 ■ ●

。
ｅ
▲
■
勺

■
ザ
マ
争
凸

■

①

■
●
０
Ｌ

ザ、
◇

ｅ
ｂ
ｂ
６
■

も
●
勺
凸

０
。
●
令
全
一
生

起
ｒ
，
Ｌ
、
昏

○

■

毎

世

子

‐

・

が

児

・

や

，

、。。隼．↑吃．ｐｅ

ｂ
今
寸
△
い

◇
が
◇
ｅ
ｅ
ｃ
。
●

１
０
●
●

・八勺ぞ．．◇◆ＧＵ
ｇ

ｑ
や
Ｐ
◇

●

ｒ

▲

０
句
心
勺

巳

■
。
Ｑ

．

隣

０

，

。

・

叶

寺
や
り
一
●
■
．
●
軋

●
恥
峰
嗜
さ
。
。
。
吟

勺

争
。
■
Ｌ

●
Ｕ
も
ら
●
Ｐ
が
“

ｑ
・
巳
■
■

合● ､O ● ▲ 0

日

宇

・

も

中

ｂ

、遥鐵蕊？
｡ 』 . ､ ｡U

恐 ・¥ ﾑ･ |

穿宰彰殖
J

D6 n oq
‐申● ■

■ ｡△ ､ 凸

▲二 句 ● 訂

3 ー

すべての
方．

O基礎年金番号を確麗できる書類
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レットの.14ページを参
照のうえ､添付書類を
そろえてください。
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○世帯の状況を確麗できる害類
･世帯金員の住民票 ：
＊ご本人の戸簡の抄本〈戸籍の一部事項歴明書)を添付
する方は､住民票に筆頭者欄の配載があるもの

0

寺 ■

①

O配偶者の基礎年金番号を明らかにできる書類

｝鯛:雛:議事鰻・麗偶鋤雛識翻蓑掘

○子とご本人の身分関係を明らかにできる書類

｝卿
・子とご本人受地金戸鰭の抄本(戸緒の－鄙
事項歴明書〉
．ご本人の戸籍の磯本(戸庸の全部事項証明書）
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別世帯となっていることについての理由書蕊霧蕊蕊諜饗
以下の①-③のすべての寄類を漆付してください。
①同居についての申立香， ． ’
②別世帯となっていることについての理由書
③生計を同じくしている事情をご存じの民生雲風や町内会長樵第三
者の証明書またはそれに代わる書類(※〉

現に日常生活を共にし､かつ生活●住所が住民票上異なっているが、
上の家計を－つにしているとき。

I
以下の①-③の垂迦書類を震付してください。 ｜
①別居していることについての理由裳. ．・ ・
②塗講費等の経済的な援助および定期的な菅腫.妨闘が行わ派’

単身赴任.就学または病気療養等のやむを得ない事構により住所：
が住民累上異なっているが､その事情力鞘減じたときは詞常生活
を共にし：生活上の家針を一つにするとき。 ・
例)①生活黄､療養費辱の経済的な援助が行われている墳合．
②定期的に審憶､訪問が行われている場合 ．

(※)第三者の証明書に代わる書類について
（次のいずれかの書類をご用意ください｡）
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健康保険等の被扶養者
(国民健康保険は酸当しません)

了6 、

国民年金第3号被保険者

皇¥』

蕊辮鰡＃
－■宝面

健康保険または共済組合等の敏扶養者であることを明らかにする筐
とのできる健康保険被保険者柾または組合員歴等 ．

第3号被保険者協定通知書(第3号被保険者資格骸当通知書)
または ・ ・ ； ． ． ． 〆
年金手帳(第3号被保険者である旨の肥戦があるものに限る〉
＝一一一二 ．ゼ ‐誼一一一一一ﾆｰｰｰｰ

国民年金保険料免除該当通知饗または国民年金保険料免除申繍
承淫通知書． ．．

配偶者

国民年金保険料免除者
i ．

①

I

保渡開始決定通知書生活保獲受給者
.I ． ‘ ・ 弓

健康保険または共済組合等の被扶養者であることを明らかにするこ
とのできる健康保険被保険者鉦または組合貝証等 ：|濯灘漁鱗競議鯏
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藤保険等の被扶養者になっている増合； ・
(国民健康保険は該当しません〉。

給与計算上､扶養手当等の対象Iこなっている場合

税法上の扶養親族になうている堀合 ． ．
a 争

定期的に送金がある堵合
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被扶養者であることを明らかにすることのできる健康保険被保
険者睦または組合員証等： －－ －－－=＝

給与明細または賃金台犠等
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定期的に送金されていたことのわかる現金委留の封筒また厩
預貯金通帳等 8 ．
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あなたが組合員として勤務されたことがあり､退職時に退職一時金を支払われたことがある場合､老
齢厚生(退職共済)年金の受給権〈年金を受ける権利)を有することになったときは､この退職一時金の
額に利子に相当する額を加えた金顎を返還していただくことになります。

○退職一時金の返還制度の概要

支払われていた給付です。

を受けた方の組合員期間殉諏挿に上&』.掴去に湿塵一時金の支劇
退職一時金は

昭和61年4月
にら撤毬:過駿

咽潮

=蒔金を受けていなかった方と全く同じ計算方式による共済年金が支払われることになった
ため､同一の組合員期間について年金と退職一時金の二重の給付が行われるのを防止するための措置とし
て､退職一時金の返還制度が実施されることになり叢した。
ただし､退職一時金の全額の支給を受けている場合(将来の年金を受けるための財源を残していない堀合〉
に限っては､その退職一時金の基礎となった加入していた期間と､それ以外の公務員期間に係る厚生年金保
険の被保険者期間(第2号及び第3号厚生年金被保険者期間)とを合計しても20年未満の場合には､退職一
時金の基礎となった期間は年金額の計算の算定基礎にはなりませんので､その期間に基づいて受給した退
職一時金については返還する必要はありません｡
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(1)身元(実存)確麗

身元(実存)確浬のため､次の①または②に掲げる書類についてはいずれか1点､③に掲げる書類(①ま
たは②の書類力《ご用意できないとき)については2点以上ご提出ください｡
①ﾏｲﾅﾝバｰｶｰド(個人番号カード>の表面 ；
②運転免併歴､運転経歴歴明書､パスポート､身体障害者手幅､糖神障害者保健福祉手根、
撫育手犠､在留ｶｰド､特別永住者鉦明書､税理士鉦票､節写真付き身分鉦明蚕(社員胚、
資格鉦明書等)､駁侮病者手犠
③公的医療保険の被保険者証､年金手帳､児童扶養手当証害､特別児童扶養手当証書、
顔写真なしの身分鉦明書(社員霞､資格証明書等)､国税・地方説･社会保険料･公共料金の
領収書､納税歴明書､印鑑登録鉦明書､戸轄の附票の写し(謄本もしくは抄本も可)､住民票
の写し､住民粟紀載事項歴明書も納税通知書､源泉徴収涙

(2)番号確鯉 ・ ・ ．

4 ●

。 ●

マイナンパーが正しい番号であることの確麗(番号確麗>のため、次に掲げる書類が必要となります。

次の①~③のいずれか1点
①ﾏｲ弓ﾝバー古Pｶｰド(個人番号ｶｰド)の裏面●
鯏
雛
知ｶード ，

民票の写しまたは住民票龍戯事項証明書(ともにﾏｲﾅﾝバｰが配載されたもの）

○マイナンバーをご記入いただいていない場合であっても､ご提出いただいた住民票摘報等を基に､マイナ■

ﾝバー法に基づき､マイナンバーを登録させていただきます。
q ● ●
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肌浮里年金録硬の薮保険者等(2

の合針顔に応じて.年金の一翻ﾛ

用醗陵の轟本手置(個負保険は
5ときは.年金の－錦またI士全翻の審鹸2

1】産

二金像険法に定め層

金醗求容1審ご糎陛
劇かb3粒の障害の状態にあぞ

孔る実撫鍾融へ若由Hに缶士い

年金保険の加入期間が44年以上(公務員
の特例については､別途手鏡窪の必哩は左

､月の翌月分か
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